
家畜衛生情報

11月に入り寒さが厳しくなる時期になりました。
寒さ対策と火災事故や凍結に対する対策・確認をお願いします！

飛騨家畜保健衛生所
令和６年１１月１２日

冬に向けた対策を！

飛騨家畜保健衛生所（飛騨総合庁舎内）
〒506-8688高山市上岡本町7－468 E-mail：c24508@pref.gifu.lg.jp

TEL：0577-33-1111（内線403） FAX：0577-32-9019
※閉庁時には「お急ぎの場合は、そのまま「1番」をダイヤル願います。」

の案内メッセージに従って対応をお願いします。

（１）畜舎の火災対策

（２）冬季の消毒薬使用の注意点

総務省 消防庁HP

順位 畜舎における出火原因

１ 電灯電話等の配線

２ たき火

３ 電気機器

４ 電気装置

５ こんろ、溶接機、切断機

愛媛県HP

畜舎火災は全国で年100件程度発生し半数以上が全焼に至る報告（総務
省消防庁より）があり、火災事故への対策が重要です。
機器設備の定期的な点検と修繕、配線周囲の掃除を行いましょう。

このような
コンセント
は要注意！

朝晩の冷え込みにより屋外に踏み込み消毒槽を設置している場合は
消毒液の温度が下がり、効果が減弱する可能性があります。

・消毒液は毎朝作製し、夕方に排水

・畜舎不在時は、踏み込み消毒を屋内へ移動

・長靴に付着した有機物等の汚れを落とした後、消毒槽へ

・凍結防止剤の添加

【対策】

事故・災害発生に備えた避難経路等の再確認もお願いします。

(令和元年)
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